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1. はじめに

矯正治療を成功に導くためには、安定した固定

源の確立が重要である。スケレタルアンカレッジ

の応用は患者の協力に依存しないため、従来の矯

正治療の概念を大きく変え、矯正治療の新たな可

能性を切り拓いた。これまでスケレタルアンカレ

ッジのさまざまなシステムが開発されてきたが、

特に矯正用アンカースクリューは多くのメリット

を有するため近年飛躍的に発展してきた1、2）。

従来のアンカースクリューシステムは、アンカ

ースクリューと矯正装置を連結する際に、連結部

の不安定さや手技の煩雑さから、時として困難を

生じることがあった。Straumann社のOrthosystem®

は、アバットメントを使用することにより口蓋部

に埋入したインプラントヘッド部に矯正装置をシ

ンプルかつ確実に連結固定することを可能にし、

上顎における矯正治療の応用範囲を広げた3）。しか

しながら、外科的侵襲が大きく、経済性やシステ

ム導入コストにおいて難があり、しかもインプラ

ント埋入後に3カ月の治癒期間を要するため日常の

臨床において安易に応用できるものではなかった。

矯正用アンカースクリューヘッド部にアバット

メントを使用して矯正装置を確実に連結するシス

テムの開発（Benefit-System, PSM Medical Solution,

Tuttlingen, Germany / 図1）により、日常臨床におけ

るスケレタルアンカレッジの応用の可能性がさら

に広がった4、5）。

本稿では、ドイツで開発された次世代型アンカ

ースクリューシステムであるBenefit-Systemの概要

について報告する。

2. Benefit-System

Benefit-Systemは、ドイツのデュッセルドルフ大

BENEFIT SYSTEMによる臨床―1

着脱可能なアバットメントによる
次世代型矯正アンカーシステム

山口修二1）、Benedict Wilmes1）、安香譲治2）、Manuel Nienkemper1）、Dieter Drescher1）

（デュッセルドルフ大学矯正歯科1）/ドイツ、せきど矯正歯科2））

図1 Benefit-System
A：Benefit mini-
implant
B：技工用アナ
ログ
C：印象用キャ
ップ
D：ワイヤー付
きアバットメン
ト
E：ブラケット
付きアバットメ
ント
F：標準アバッ
トメント
G：スロット付
きアバットメン
ト
H：アバットメ
ント固定用スク
リュードライバ
ー

Modern
Orthodontics

特別寄稿1  14.2.3 3:43 PM  ページ 11



学矯正歯科学教室とPSM Medical Solution社で共同

開発された後、2007年に製品化され、現在ドイツ

をはじめとする欧米で臨床応用されている。

このアンカースクリューシステムは、多彩なデ

ザインをもつアバットメントとそれに連結固定さ

れる矯正装置を使用することにより、さまざまな

矯正治療を効率よく効果的に行うことができる。

主な適応症例として、上顎大臼歯の遠心および近

心移動、上顎前歯や大臼歯のインダイレクトアン

カレッジ、上顎急速拡大、上顎大臼歯の圧下、上

顎歯列の空隙閉鎖、上顎埋伏歯の牽引、補綴前の

暫間歯や大臼歯のアップライトなどが挙げられる。

また、印象用キャップと技工用アナログの使用に

より患者の口腔内の状態を模型上に精確に再現し、

ラボでの矯正装置の作製が可能である（図2）。

Benefit mini-implantは、チタン合金（Titan Grad

V：Ti-6Al-4V）から製造され、使用後は簡単に除去

できるように表面が滑沢に研磨されている。長さ

は7mmから15mmまで5種類、直径は2mmおよび

2.3mmの2種類がありそれぞれの用途で使い分ける

ことができる。また、アンカースクリューヘッド

の円筒部にめねじがあり、この部位に精密な固定

用スクリューが内臓されているアバットメントを

確実に取り付けることができる（図3）。

Benefit-Systemでは、安定したスケレタルアンカ

レッジを実現するために、おもに2本のBenefit mini-

implantとそれらをお互いに連結するためのBene-

plateが使用される（図4）。Beneplateは埋入されたア
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図2 矯正装置作製のための口腔内から
模型へのトランスファー
A：アンカースクリューの埋入
B：アンカースクリュー上への印象
用キャップ装着
C：印象用キャップへの技工用アナ
ログの設置
D：作業用模型

A B

C D

図3 スクリューヘッド部にめねじをもつBenefit mini-
implantとこの部位に連結する固定用スクリューが内
臓されているアバットメント
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ンカースクリュー間のさまざまな距離に対応でき

るように設計されていて、厚さ1.2mmのステンレス

スチール製で長さの異なる2つのタイプがある。ま

た、1.1mmと0.8mmのステンレススチールワイヤー、

0.8mm TMAワイヤーやブラケットなどがレーザー

で溶接されているBeneplateを利用することができ

る。Beneplateは、固定用スクリューでアンカース

クリューヘッド部に確実に連結し、装着すること

ができる。

Benefit mini-implantは、おもに口蓋前方部に埋入

される（図5）。この部位は、厚い皮質骨と良好な付

着歯肉を有し、埋入時の歯根損傷やアンカースク

リュー自体による歯の移動の阻害がほとんどみら

れないため、埋入部位として適していると考えら

れている6～8）。さらに、比較的サイズの大きい複数

のアンカースクリューが利用できるので、より安

定性のあるスケレタルアンカレッジが得られる。

3. Benefit-Systemの臨床応用

日常臨床におけるBenefit-Systemのおもな応用例

について、それぞれの概略を説明する。

● 上顎大臼歯の遠心移動

スケレタルアンカレッジ、特に矯正用アンカー

スクリューを使用した典型的な適応症例のひとつ

として、上顎大臼歯の遠心移動が挙げられる。そ

の際に、小臼歯を間接的な固定源とするインダイ

レクトアンカレッジを使用するテクニックがある

が、アンカースクリューの傾斜や連結するワイヤ

ーの変形によりアンカレッジロスや小臼歯の近心

移動が生じやい。さらに、大臼歯の遠心移動後に

小臼歯や前歯を後方に移動するために再度新しい

矯正装置を作製する必要性がある。ゆえに、この

ようなケースではダイレクトアンカレッジが適し

ていると考えられる。

Beneslider装置は、前歯部のスペースを確保する

着脱可能なアバットメントによる次世代型矯正アンカーシステム
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図4 Beneplate System
A：ブラケット付きロングプレート
B：ステンレススチールワイヤー付きショートプレート
C：ショートプレート
D：固定用スクリュー

図5 口蓋前方部のセファロレントゲン。2本のBenefit mini-
implant（前方φ2×11mm、後方φ2×9mm）が埋入さ
れている。
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ためや大臼歯のⅠ級関係を確立するために、ダイ

レクトアンカレッジとして使用し上顎大臼歯の遠

心への移動を効果的に行うことができる（図6）。大

臼歯の遠心移動後に活性化エレメントをパッシブ

に固定することにより、そのままインダイレクト

アンカレッジテクニックを利用して前歯部や小臼

歯部を遠心方向へ移動することが可能である。

大臼歯の遠心移動は、ニッケルチタンコイルス

プリングを活性化することによって行われる。そ

の際、Pendulum装置でみられるような複雑な活性

化を必要とせずに、ステンレススチールワイヤー

の走行方向に沿って効率的に歯体移動を行うこと

ができる。

● 上顎大臼歯の近心移動

Mesialslider装置は、上顎歯列の空隙を閉鎖するた

めのダイレクトアンカレッジテクニックを応用し

て上顎の大臼歯を近心方向へ移動することができ

る（図7）。その際、口蓋前方部の安定したスケレタ

ルアンカレッジにより、両側や片側性の近心移動

が可能である。

● 上顎の非対称性の歯列の改善

上顎の片側性の歯の欠損をもつ患者の多くで、

上顎前歯部正中の偏位がみられる。Mesial Distal-

slider装置は、欠損側歯列の近心移動と反対側歯列

の遠心移動を同時に行い上顎前歯部正中の偏位を

改善し、非対称性の上顎歯列を効率良く治療する

ことができる（図8）。

● 上顎急速拡大

上顎急速拡大装置による口蓋の側方拡大を行う

際に、乳歯の脱落や小臼歯の歯根が未完成のため

に上顎前方部のデンタルアカレッジの応用が不適

切であるケースがしばしばみられる。加えて、小

臼歯が萌出直後である症例では、矯正力により歯

根にダメージを与えたり変形を招く恐れもある。

このような場合、歯と骨にアンカレッジを求める
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図6 Beneslider装置による上顎大臼歯の
遠心移動
A：遠心移動前
B：遠心移動5カ月後

図7 Mesialslider装置による上顎大臼歯
の近心移動
A：近心移動前
B：歯体移動による近心移動後

A B

A B

特別寄稿1  14.2.3 3:43 PM  ページ 14



上顎急速拡大装置であるHybridhylax装置を使用す

ることができる（図9）。前方のアンカレッジとして

2本のBenefit mini-implantを正中口蓋縫合の両脇に埋

入する。特に、フェイシャルマスクを使用した上顎

の前方牽引を同時に行う場合には、上顎側方歯およ

び大臼歯の不意な近心移動を防ぐことができる。

● 上顎大臼歯のアンカレッジ

上顎前歯と小臼歯の遠心移動を行う多くの症例

では、最大限のアンカレッジが必要となる（図10）。

口蓋前方部のアンカースクリューと大臼歯をワイ

ヤーで連結し固定することにより、治療時に生じ

る大臼歯の近心移動や傾斜を防ぐための安定した

インダイレクトアンカレッジテクニックを応用す

ることができる。

● 上顎前歯のアンカレッジ

上顎側切歯の両側性欠損をもつ患者の症例など

で、適切なオーバージェットをそのまま維持しなが

ら空隙を閉鎖したい場合、Beneplateに取り付けられ

たステンレススチールワイヤーを上顎中切歯の舌側

面に沿わして光重合型レジンで接着し、インダイレ

クトアンカレッジとして応用できる（図11）。

● 上顎大臼歯の圧下

開咬症例等で上顎大臼歯を圧下するときには、
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図8 非対称性の上顎歯列の改善
A：治療前。上顎右側切歯の先天性
欠損と上顎前歯部正中の偏位がみ
られる。
B：Mesial-Distalslider装置による正
中の改善と空隙閉鎖。

図9 Hybridhyrax装置を使用した上顎急
速拡大
A：拡大前。φ2×7mmの2本のア
ンカースクリューが口蓋正中縫合
の両脇に埋入されている。
B：拡大14日後。

図10 大臼歯のインダイレクトアンカレッジ
最大限のアンカレッジを利用し前歯と小臼歯を後方
移動させる。

A B

A B
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大臼歯にトランスパラタルアーチを装着し、Benefit

mini-implantヘッド部に遠心方向に延ばしたワイヤ

ーを取り付けたアバットメントやBeneplateを連結

し、そのワイヤーを活性化することにより効率的

な圧下が可能になる（図12）。

● 上顎の埋伏歯の牽引

Benefit mini-implantにブラケット付きアバットメ

ントを装着して、埋伏歯の牽引ができる（図13）。

アンカースクリュー埋入後に、ブラケット付きア

バットメント上に牽引用ワイヤーを結さつし、予

め埋伏歯に装着された装置に直接取り付けること

ができる。また、印象用キャップと技工用アナロ

グを使用して印象採得および模型作製後に模型上

で位置や方向を確認しながら間接的に矯正装置を

作製することができ、チェアサイドの時間も節約

することができる。

● 大臼歯のアップライト

補綴前の大臼歯のアップライトのために、Benefit

mini-implantを歯の欠損部にデンタルインプラント

のように歯軸に平行に埋入する。埋入後に12種類

の角度をもつ既製のブラケット付きアバットメン

トを連結して、矯正装置を装着することができる

（図14）。
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図11 前歯部のインダイレクトアンカレッジ
側方歯の近心移動による空隙閉鎖が行える。

図12 上顎大臼歯の圧下
Beneplateに取り付けられたワイヤーを後方に延ば
し、トランスパラタルアーチに掛けて左右大臼歯を
圧下している。

図13 埋伏歯の牽引
ブラケット付きアバットメントを装着してTMAワイ
ヤーで牽引している。
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● 暫間義歯

臨床において、一時的に補綴義歯が必要となる

ケースがしばしばみられる。Benefit mini-implantは、

特に患者が若年者のために最終的な補綴物の装着

が不可能である場合、最終補綴までの期間に暫間

義歯として応用することができる（図15）。この暫

間義歯は矯正治療中にブラケットを装着し、スケ

レタルアンカレッジとして利用することもできる。

4. まとめ

Benefit-Systemは、着脱可能なアバットメントの

使用により矯正治療の可能性を広げ、より効率的

で効果的な治療が行える新しいタイプのアンカー

スクリューシステムであると考えられる。口蓋前

方埋入部は、良好な骨質、骨の厚みや付着歯肉を

もち、歯根損傷のリスクがほとんどないため、上

顎のさまざまな治療で必要となる安定したアンカ

レッジを確保する場として適していると考えられ

る。また、この部位に2本のアンカースクリューを

埋入後、それらをBeneplateで連結することで、さ

らに優れた安定性をもつスケレタルアンカレッジ

を確立することができる。アバットメントに内臓

されている精密なアバットメント固定用スクリュ

ーは、アバットメントの装着をシンプルかつ強固

なものにし、固定用スクリューの誤飲、吸引や紛

失を防ぐことができる。Benefit mini-implantに連結

される矯正装置は、印象キャップや技工用アナロ

グを使用することにより、ラボにおいて模型上で

精確に作製することが可能である。

次回から、Benefit-Systemを応用して治療可能な

おもな症例、その際に使用される装置やそのメカ

ニクスや効果などについて数回にわたり詳しく報

告したい。

着脱可能なアバットメントによる次世代型矯正アンカーシステム
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図14 下顎大臼歯のアップライト
A：アップライト前。φ2×11mm
のアンカースクリュー埋入後にブ
ラケット付きアバットメントを連
結し矯正装置を装着した状態
B：アップライト4カ月後の状態。

図15 歯の欠損部の暫間義歯として応用
A：標準アバットメント上にコン
ポジットレジンで作製された暫間
義歯。
B：アンカースクリュー埋入およ
び暫間補綴後のレントゲン所見。

A B

A B
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